
医療⽤等ラジオアイソトープ製造・利⽤推進アクションプラン
アクションプラン策定の経緯

核医学治療への期待
• 「セラノスティクス」
（診断と治療を合わせて⾏う考え⽅
やその⼿法）への注⽬の⾼まり

国内の動き・課題
• ラジオアイソトープの⼤量製造を可能とする研究炉の再稼働
の動き

⼀⽅、
• 核医学治療を⾏う病床数の不⾜
• ラジオアイソトープ製造・利⽤を推進する⼈材不⾜

海外の状況
• 製造・研究に多額の投資
• 研究炉・加速器のネットワーク形成を推進
• ラジオアイソトープ及びその原料について獲得
競争の様相

最先端の原⼦⼒科学技術により医療体制を充実し、国⺠の福祉向上に貢献するとともに、
医療サービスの観点から経済安全保障の確保に寄与すべく、

国産ラジオアイソトープを患者のもとへ届けるためのアクションプランを策定
10年の間に実現すべき⽬標

①モリブデン-99/テクネチウム-99mの⼀部国産化による安定的な核医学診断体制の構築
②国産ラジオアイソトープによる核医学治療の患者への提供 ③核医学治療の医療現場での普及
④核医学分野を中⼼としたラジオアイソトープ関連分野を我が国の「強み」へ

アクションプラン
（１）重要ラジオアイソトープの国内製造・安定供給のための取組推進

・JRR-3・加速器を⽤いたモリブデン-99/テクネチウム-99mの安定供給 (可能な限り2027年度末に国内需要の約３割を製造し、国内へ供給）
・「常陽」・加速器を⽤いたアクチニウム-225⼤量製造のための研究開発強化（「常陽」において2026年度までに製造実証）
・アスタチン-211実⽤化に向けた取組強化（2028年度を⽬途に医薬品としての有⽤性を⽰す） 等

（２）医療現場でのアイソトープ利⽤促進に向けた制度・体制の整備
・核医学治療を⾏える病室の整備（特別措置病室等）（核医学治療実施までの平均待機⽉数について、3.8か⽉（2018年）→平均２か⽉（2030年））
・トリウム-227・ガリウム-68等、新たな放射性医薬品への対応 等

（３）ラジオアイソトープの国内製造に資する研究開発の推進
・研究炉・加速器による製造のための技術開発⽀援 ・福島国際研究教育機構による取組推進
・新たな核医学治療薬の活⽤促進に向けた制度・体制の整備 等

（４）ラジオアイソトープ製造・利⽤のための研究基盤や⼈材、ネットワークの強化
・⼈材育成の強化（研究⼈材、医療現場における⼈材等） ・国産化を踏まえたサプライチェーン強化 ・廃棄物の処理・処分に係る仕組みの検討 等
〇 科学技術・イノベーション政策、健康・医療政策、がん対策の観点からも重要であるため、関係する政府戦略の⽅向性とも軌を⼀にして取り組む
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